
















　緊急事態はいつ起こるかわかりま
せん。いつ・どのようなトラブルが発
生しても、適切で確実な対応を行う
ことが必要です。そのため、平日に
従業員が出社している状況だけでな
く、休日や夜間など従業員の人数が
限られた状況でのトラブル発生も想
定した訓練を重ねています。訓練で

　訓練時は、私はプレーヤーでは
なく、黒子に徹します。
　私の役割は、訓練内容の検討
や手順の整理、関係者との調整
に始まり、訓練で生じた改善点や
反省点を実際の運用や手順に反
映させ、訓練による成長を最大化
させること。
　訓練を通じた個人の成長が相
互に作用すると、組織全体の対

　訓練は、中部電力の従業員にとどまりません。万
が一、地震や津波などにより原子力災害が発生した
場合には、通常の道路が使用できなくなることも想定
されます。
　そういった場合にも、けが人の病院への搬送や高
齢者の避難などを確実に行えるよう、海上保安庁、
市、消防本部、警察と連携した訓練も行っています。
　社外の機関と連携した訓練を実施することで、訓
練を違った視点から見直すことができ、新たな改善点
の発見につながります。そうした社外の力や知見に
支えられた検証と改善の積み重ねこそが、緊急時の
さまざまな事態に対応するための力になるのだと思い
ます。

応力が向上し、浜岡というチーム
全体での成長が実感できます。個
人の成長ではなく、組織全体の成
長を目の当たりにできることが、こ
の業務での一番のやりがいです。
　組織の成長が発電所の安全性
向上、ひいては地域の安心につな
がると思い、信念と誇りを持って取
り組んでいきたいと思っています。

大切なことは、それぞれの役割で適
切に対応できた場合でも、それが最
適な方法だったのか、さらにより良い
方法はなかったのかを追求すること
です。そうすることで、一人ひとりの
状況を分析する力や、判断する力を
向上させ、従業員同士が円滑かつ
適切な連携ができる体制を目指して
います。
　一方で、人間はミスをする生き物
でもあります。従業員の技術力向上
はもちろんのこと、「ミスをしない、ミス
をしてもフォローし合える仕組みづく
り」を意識しています。
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のぞき見リフレッシュ

　結婚以来、機会は減ってしまいましたが実
家で飼っているトイプードル（オス）に会うため
に帰省することが楽しみです。
　仕事柄デスクワークが多いため、犬と散歩し
たり、何も考えず、犬に触れ合うことで、リフレッ
シュになります。もう、ただただ可愛がっている
ことが、最高の癒やしです（笑）

オ
フ
の
楽
し
み
は

実
家
の
ト
イ
プ
ー
ド
ル
に

会
え
る
こ
と

訓練を重ねていくことで
参加する所員の動きや判断の
精度が上がっていくことが
目に見えてわかります

年
に
数
回
、
全
対
策
要
員
（
約
６
０
０
名
）
に
て

実
施
す
る
総
合
訓
練
を
は
じ
め
、

毎
月
実
施
す
る
１
０
０
人
規
模
の
訓
練
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
ご
と
の
小
規
模
の
訓
練
な
ど
、

２
０
１
９
年
度
は
、
年
間
に
７
０
０
回
程
度

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

さまざまな事態を想定し、

常に高みを目指す

浜岡というチームが成長するための

黒子としての喜び

社外の多くの力や

知見に支えられて

さまざまな事態に備える
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▲浜岡原子力発電所 緊急時対策所

　
中
部
電
力
で
は
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所（
以
下
、
浜
岡
）を
引
き
続
き
重
要
な

電
源
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ

ま
な
安
全
対
策
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
、
万
が
一
、
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
、
発
電
所
を
し
っ
か
り
と
守
れ

る
よ
う
教
育
や
訓
練
を
通
じ
て
、
従
業

員
の
対
応
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
。

　
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
た
う
え
で
、そ
れ
で
も
残

る
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
国
・
自
治
体
・

関
係
機
関
・
原
子
力
事
業
者
と
の
連
携

も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
訓
練
を
行
う
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
す
る
と
と
も
に
、

組
織
を
越
え
た
一
体
的
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

何
度
も
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
で

組
織
全
体
を
成
長
さ
せ
、

発
電
所
を
守
る

〜 エネルギーをつなぐ現 場 の 素 顔 〜

エ ネ が お 11

E N E G A O  V o l .11

学生時代に、東日本大震災を経験し、原子力発電に関する批判的な報道が多くされる中で、原子力
発電を安全に運用するということに大きな意義を感じ、入社の際に原子力部門を志望しました。入社
後は、浜岡に配属となり、研修期間を経て、プラントの水質管理などを、4年担当していました。2018
年度から、今の業務の担当となり、緊急時対応に取り組んでいます。

work

柴
田 

智と
も
ひ
ろ大

中
部
電
力 

浜
岡
原
子
力
発
電
所

危
機
管
理
部 

防
災
課

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
と
、
日
々
改
善
を

繰
り
返
し
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2013年入社（入社8年目）

entering company

中部電力 浜岡原子力発電所
危機管理部のエネがお

department

柴田 智大

name

中部電力 浜岡原子力発電所 危機管理部
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原
子
力
発
電
は
、運
転
を「
止
め
た
」

あ
と
も
、燃
料
か
ら
熱
が
発
生
し
続
け
ま

す
。
そ
の
た
め
、燃
料
を「
冷
や
し
」
続

け
、放
射
性
物
質
を「
閉
じ
込
め
る
」こ

と
が
重
要
で
す
。

　
例
え
ば
、燃
料
を「
冷
や
し
」続
け
る

た
め
に
は
、次
の
３
つ
が
重
要
で
す
。

◎ 

電
源
の
確
保

◎ 

注
水（
水
を
送
る
）

◎ 

除
熱（
熱
を
取
り
除
く
）

　
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う
特
殊
車
両
は

も
ち
ろ
ん
、ガ
レ
キ
の
撤
去
や
燃
料
補
給

を
担
う
車
両
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
役
割
の
車
が

活
躍
し
て
る
の
？

特
殊
車
両
の
一
部
を
紹
介
！

ブルドーザー

油圧ショベル

取水ポンプ車（クローラ型）
注水ポンプ車（クローラ型）

ホース車（クローラ型）

ポンプ車

直流電源車
交流電源車

取水ポンプ車（車両型）

発電所には

70台以上の

特殊車両が

配備されています！

発電所の西側と東側それぞれに

特殊車両を配備することで、

もしものときにも、いずれかの

車両が使えるよう備えています。

熱交換器車

タンクローリー

電源の
確保

ガレキ
撤去

燃料の
補給

注水

除熱

（水を送る）

（熱を取り除く）
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原子力発電
所には

すごい車が
あるって本

当？

電気やエネルギ ー にまつ わるみ んな の 疑 問を

徹 底 的 に 探っちゃう電 気 の 大 百 科 。それ が『でん ペディア』。

み んな 聞 い たことは あるけど、よく知らな い 話 や 、

意 外 なことをご 紹 介します。

でん ペディアくん

DENPEDIA

Vol.11
中部電力

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所は、静岡県御前崎市にある中部電
力唯一の原子力発電所です。従来から常に最新の知見
を反映し、安全性向上に努めてきました。東京電力福島
第一原子力発電所の事故以降も、津波対策や重大事
故対策など、安全対策を積み重ねています。「福島第一
のような事故を起こさない」という固い決意のもと、安全
性の追求に全力で取り組んでいます。

原子力発電
所には

すごい車が
あるって本

当？

QQ
こ
の
車
は
誰
が
運
転
す
る
の
？

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
緊
急
時
に
お
い
て
も

真
っ
先
に
現
場
に
駆
け
つ
け
、初
動
対
応
を
行
う
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
チ
ー
ム 

緊
急
時
即
応
班
※（
Ｅ
Ｒ
Ｆ
／

エ
ル
フ
）を
、２
０
１
４
年
に
電
力
会
社
と
し
て
全
国

で
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
班
員
が
発

電
所
の
中
に
配
備
さ
れ
た
特
殊
車
両
を
操
作
し
て

初
動
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　
班
員
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
免
許
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
重
機
に
よ
っ
て
ガ
レ
キ
を
撤
去
し
、道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、電
源
車
を
使
用
し
て

電
気
を
送
っ
た
り
重
要
な
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、エ
ル
フ
以
外
の
従
業
員
も
特
殊
車
両
を
扱
え
る

よ
う
順
次
資
格
の
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、地
震
、津
波
対
策

と
い
っ
た
設
備
対
策

な
ど
を
強
化
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、そ

れ
ら
を
扱
う
の
は

「
人
」で
あ
る
と
い
う

考
え
の
も
と
、エ
ル
フ

の
設
置
や
、特
殊
車

両
の
整
備
な
ど
現

場
対
応
力
の
強
化

に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

※緊急時即応班（ERF：Emergency Response Force）

発電所に詳しく、

すぐに対応策を判断・実行できる

スペシャリストチームが

日々訓練を行っているよ！

今 回 調 べ た と こ ろ

浜岡原子力発電所には、

もしものときにも発電所を守れるように

特殊な車両が配備されています！
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神津カンナ
作家、『フォーラム・エネルギーを考え
る』代表。長年にわたる執筆活動の
傍ら、国内外のエネルギー関連施設
や現場を取材し、暮らしの中のエネル
ギーといった視点で講演活動などを
行っている。著書に『水燃えて火〜山
師と女優の電力革命〜』『冷蔵庫が
壊れた日』ほか多数。『  ピ アノ・電 卓・ＰＫＯ 』V o l . 1 2

に詳しい人と話をしていて、
ちょっとびっくりしたことがあ
る。私たちが普段から口に

している「自動ブレーキ」という言葉。
何のこだわりもなく私は使っていたの
だけれど、正式には「衝突被害軽減
ブレーキ」というのだそうだ。
　正式名称を聞いた途端に「自動ブ
レーキ」という言い方と、少しニュアンス
が違うことを感じた。もちろんカタログ
にもコマーシャルにも、このブレーキ
システムはあくまでも補助である……
と書いてある。そう、自動というと万能
のように思うけれど、実際にそのシス
テムは「衝突被害軽減」なのだ。
　車好きの友人は言う。雪道では 
いわゆる「自動ブレーキ」は作動する
けれど、停止距離は通常よりもどうして
も延びる。車を最終的に止めるのは 
タイヤだからだ。システムがどんなに 
作動してもアイスバーンでは難しい。 
だからあくまでも「 衝突被害軽減 」 
する装置なのだと。なるほど、言葉は
思い込みを作るよな～としみじみ思う。

　ちょっと話は車から楽器に移るが 
ピアノだって、正式名称は「クラヴィチェ
ンバロ・コル・ピアノ・エ・フォルテ」と
言うらしい。強い音も弱い音も出せる
チェンバロという意味のイタリア語だと
いう。つまり弱い音、小さい音を出せる
画期的な楽器がピアノだったのだ。 
弱さが売りの「ピアノ」なんだと思うと

「クラヴィチェンバロ・コル・ピアノ・エ・フォ
ルテ」も、なんだか別物に思えてくる。
　そうそう「 電卓 」の 正式名称 は 

「電子式卓上計算機」だ。卓上とい
う言葉が気になって調べてみたら、 
出始めの頃は 重量が20～30 ㎏の 
ものもあったそうだ。そりゃあとても 
卓上になんか乗せられない。それが
今は卓上どころか、電卓はスマホの中
だったりだから、ポケットや手の中で 
持ち運べるものになった。
　関係ないが、法律名にも長いもの
がある。たとえば PKO 法案。これは
正式には「国際連合平和維持活動
等に対する協力に関する法律」とい
う名称だ。バリアフリー法も「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律」というらしい。
　もちろん長 と々した正式名称を言うの
も書くのも難儀だが、ときどききちんと見
なきゃいけないと思う。「自動ブレーキ」
と言っていれば、受け止め方が少し
ずれてしまうかもしれないし、ピアノの
意味、電卓の意味を考えると、そのもの
が世の中に出てきた理由や、単語に
よって歴史が分かる。これは法律名
もしかりである。短くするのは日本人
は得意だけれど、言い換えたり簡略化
することによって、見えなくしてしまう 
こともあるからだ。
　言葉には注意深くならなければいけ
ない。たとえば菅首相は所信表明演説 
の中で「2050年までに温室効果ガス 
排出量を実質ゼロ」と打ち出した。 

「実質ゼロ」と「ゼロ」では何が違うのか。 
約款や取説の細かい字を全部読んで
理解せよとは言わないが（私もダメ）、
後から「ええっ！そうだったの？」と言わ
ないためにも、ちょっと調べる手間は
重要だ。

車

イラスト ： いわしまあゆ
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〈カンナこと、こんなこと。〉無駄の必要性をいまさ
らながら考えさせられました。

愛知県 J・Yさん

〈エネがお〉塚前さんの入社の理由を読んで、心が
温かくなりました。この気持ちをずっと忘れずに「も
のづくり界」を支えて下さい♡

ぽち子さん

〈産業Impression〉これだけは負けないという、オ
ンリーワン企業がたくさんある中部地方に生まれ
て良かったと思えます。

愛知県 M・Oさん

〈御菓子の歳時記〉和菓子の良さに最近目覚めました。コーヒーに
合うものも、いっぱい発見していただきたいです。

愛知県 T・Nさん

〈甲斐みのり伝統通信〉香りを大切にする心は、日本人の心だと
いうことが分かりました。

静岡県 ももちゃんさん

今月も「交流」をご愛読いただき、ありがとうございました。

このコーナーでは、読者の皆さまから寄せられた声をご紹介いたします。

交 流 便

K
O

R
Y

U  N o . . 1 1 9

2 0 2 1  S P R I N
G

〈表紙〉表紙の丹羽布団店。綿をそっと手で慈しんで
いる様子が、とても良いひとコマだと思います。

愛知県 五藤 久美子さん

〈ワタナベマキ今日のごちそうさま〉古来から現代まで、私たちの食生活を
支える発酵食品は、コロナ禍での免疫力アップでも注目されています。今
一度見直し、もっと食事に取り入れようと思いました。

岐阜県 K・Hさん

〈SPOT LIGHT〉布団店が5代も続いていることに
感銘を受けました。互いを称え合う親子の姿は、
本当に素晴らしいです。

愛知県 Y・Iさん

〈エネがお〉ソリューションの仕事は毎日が勉強で、幅も広く大変
そうですが、そこが魅力でもありますね。

愛知県 N・Tさん

〈でんペディア〉予測電気料金って、すごいなと思います。

岐阜県 たまちゃんさん

〈でんペディア〉カテエネで月間料金を確
認する時、日ごとの使用料をちらっと見る
だけでしたが、たくさんの情報があるので、
今度しっかり見て、節約にチャレンジして
みようと思います。結果がすぐ見れるのは
いいですネ。

岐阜県 匿名さん

〈甲斐みのり伝統通信〉日常的に、自然の香
りに気付けるなんて素晴らしいです。毎日の
暮らしが豊かになるようです。

岐阜県 M・Hさん

〈産業Impression〉イラストがクリス・グレン
さんに似ていて可愛かったです。

愛知県 王理の義さん

〈SPOT LIGHT〉分野は違いますが、同じ職人として熱くな
るものがありました。私も日々精進していきたいと思います。

愛知県 まもりさん

広報誌「交流」のバックナンバーは、中部電力公式HP「サイト内検索」                                   　　　　から、ご覧いただけます。交流バックナンバー 検索 19



2

﹇
解
説
﹈

　Ｃ
Ｏ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ
で
配
信
す
る

コン
テ
ン
ツ
は
、「
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
」

「
共
感
性
」「
地
域
密
着
」
と
い

う
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　子
育
て
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
イ

ベン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
従

業
員
自
ら
が
参
加
し
、
体
験
し

た
取
材
レ
ポ
ー
ト
を
多
く
配
信
。

　ま
た
、新
型
コロ
ナ
に
関
す
る

子
育
て
情
報
な
ど
、「
今
だ
か
ら

こ
そ
知
り
た
い
」
情
報
は
、即
時

性
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、読
者
の

皆
さ
ま
の
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

タ
イ
ム
リ
ー
な
知
り
た
い・読
み
た
い
情
報
に
こ
だ
わ
り

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
大
切
に
し
た
情
報
を
発
信

EXPLAIN

C
O
E 

L
O
G
の
子
育
て
情
報
の
特
徴

COE LOG編集部より

COE LOGの3つのポイント

社会の変化にすばやく対応した
子育て最新情報を配信

子育てパパ・ママの共感性が
高い普遍的な情報を配信

中部電力の強みを活かした
地域密着の子育て情報を配信

最近よく聞く「サステナビリティ」っ
て？イケアの取り組みを公開！

中部電力が提供する連
絡網・情報発信サービス
「きずなネット」アプリ
の「子育てチャンネル」
から、COE LOGの記事
更新のお知らせを受け
取ることができます。
「きずなネット」について
は、本誌の裏表紙でも
紹介しています。

【コンテンツ例】【コンテンツ例】【コンテンツ例】

など など など

育児うつ？ 育児疲れ？ セルフチェッ
クとスグに試せる対処法

実はあなたも繊細さん？ 5人に1人、
今話題のHSPの特徴とは

平均年齢38.6歳！ 日本一若いまち、
長久手市ってどんなところ？

優しい心をはぐくむ！ 子どもがいる家
庭でも飼いやすいペットって？

新型コロナに負けない！ 大人と子ど
ものストレス発散・解消法

1 2 3

CHECK!!

本誌裏表紙も

中部電力 事業創造
本部 データプラット
フォームユニット所属 
「COE LOG」編集長の
杉本 愛子

中部電力 事業創造
本部 データプラット
フォームユニット所属
「COE LOG」編集スタッ
フの奥村 香保里

　私も3児の子育てに奮闘している親
のひとりですので、読者の皆さんと同
じ、親目線で記事制作に携わってい
ます。　
　COE LOGでは、子育て世代の皆
さんが、「この記事、今読みたかっ
た」と思ってもらえる新しいコンテン
ツを月に8本程度公開しています。

　月に20万回ほどアクセスいただ
いており、各記事のテーマに関
連したWEB検索で多く閲覧いた
だいています。そういった COE 
LOGをご存じない方々にも「中部
電力ってこんなこともしてるんだ!」
と知ってもらえたら嬉しいです。
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　中
部
電
力
は
、長
年
の
中
部
エ
リ
ア
の
地

域
に
密
着
し
た
事
業
や
、お
客
さ
ま
と
の

接
点
を
活
か
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客

さ
ま
に「
安
心
」「
安
全
」「
便
利
」「
つ
な
が

り
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
一
つ
が
、中
部
電
力
エ
リ
ア
を
中
心

と
し
た
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
に
お
役
立

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
、２
０
１
８

年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ

ア
「
Ｃ
Ｏ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ
」。

　Ｃ
Ｏ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ
で
は
、
子
育
て
や
仕
事

な
ど
、忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
パ
パ・ママ

の
「
こ
れ
が
知
り
た
い
」「
み
ん
な
は
ど
う

し
て
る
の
？
」
と
い
う
声
や
悩
み
に
寄
り
添

う
た
め
、自
ら
も
育
児
に
励
む
中
部
電
力 

事
業
創
造
本
部
の
従
業
員
が
取
材
し
た
お

役
立
ち
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　従
業
員
が
直
接
、子
育
て
中
の
皆
さ
ま

と
お
会
い
す
る
こ
と
で
、自
身
の
子
育
て
の

体
験
に
基
づ
く
共
感
も
加
え
な
が
ら
、リ
ア

ル
な
声
に
触
れ
、地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

中
部
電
力 

事
業
創
造
本
部
が
取
材・運
営
す
る

子
育
て
世
代
に
役
立
つ
W
E
B
メ
デ
ィ
ア

SERVICE

子育て中のパパ・ママが知りたい
お役立ち情報がいっぱいの
WEBメディア「COE LOG」

コ エ ロ グ

「COE  LOG」
スマホページ

COE LOGの理念

「COE LOG」は、SDGs※に共感し、
SDGsの17の目標のうち、

3つの目標を理念として運営しています。

子供の成長や可能性を
広げる機会を提供する

子育て世帯が安心して
働ける社会を目指す

安心して子育てできる
地域を目指す

※SDGs = Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）
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